
                                              

                           
 

第
十
三
節 

昭
和
初
期
諸
事 

一 

昭
和
一
新
会 

 

昭
和
二
年
八
月
六
日
、
七
日
、
八
日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
、 

天
皇
陛
下
の
奄
美
大
島
行
幸
が
な
さ
れ
た
。 

 

八
月
六
日
、
名
瀬
に
上
陸
な
さ
れ
、
松
本
学
鹿
児
島
県
知
事
、 

中
島
楽
大
島
支
庁
長
は
じ
め
奄
美
出
身
各
功
労
者
お
よ
び
北
大 

島
、
喜
界
島
住
民
が
奉
迎
し
た
。
七
日
は
瀬
戸
内
町
古
仁
屋
に
お 

い
て
南
大
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
、
与
論
の
町
村
長
以
下
郡
民 

が
こ
ぞ
っ
て
奉
迎
し
た
。 

 

天
皇
は
瀬
戸
内
の
瀬
相
に
て
海
中
微
生
物
御
研
究
の
後
、
八
日 

沖
縄
へ
行
幸
な
さ
っ
た
。 

 

天
皇
の
行
幸
は
奄
美
の
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
初
め
て
の
こ
と
で 

郡
民
は
非
常
に
感
激
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
藩
政
以
降
長
い
間
「
島し

ま 

人じ
ん

」
と
侮
べ
つ
的
言
辞
を
な
げ
ら
れ
、
自
他
と
も
に
や
や
も
す
る 
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と
僻
遠

へ
き
え
ん

の
住
民
と
し
て
卑
下
し
た
気
持
ち
が
多
尐
あ
っ
た
よ
う
で 

あ
る
が
、
こ
れ
を
機
会
に
郡
民
二
十
余
万
は
一
斉
に
立
ち
あ
が
り
、 

大
島
支
庁
が
中
心
と
な
っ
て
「
昭
和
一
新
会
」
を
結
成
し
、
各
町 

村
に
支
部
を
設
け
、
支
部
長
に
町
村
長
が
就
任
、
町
村
議
員
、
各 

団
体
代
表
、
学
校
長
ら
を
役
員
と
し
て
発
足
さ
せ
た
。 

 

一
新
会
は
精
神
的
、
教
育
的
要
素
の
多
い
会
で
、
各
町
村
支
部 

で
は
八
月
六
日
と
七
日
の
行
幸
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
八
月
六
日
あ 

る
い
は
七
日
の
う
ち
一
日
を
行
幸
記
念
日
と
し
て
、
昭
和
一
新
会 

の
支
部
総
会
を
ひ
ら
い
た
。
こ
れ
は
行
幸
当
時
の
感
激
を
新
た
に 

し
て
、
更
始
一
新
の
気
分
を
振
興
し
、
あ
わ
せ
て
産
業
、
教
育
、 

自
治
の
進
展
を
期
す
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
主
な
る
事
業
と
し 

て
は
、
精
神
作
興
、
奉
安
殿
の
建
設
、
納
税
義
務
の
振
興
、
村
道 

農
道
の
開
設
お
よ
び
修
理
、
産
業
の
奨
励
お
よ
び
研
究
、
貯
金
の 

実
行
と
そ
の
利
用
な
ど
七
項
目
を
あ
げ
て
い
た
。 

 

特
に
、
精
神
作
興
に
つ
い
て
は
、
各
町
村
で
は
そ
の
歴
史
を
知 

る
こ
と
に
よ
っ
て
自
覚
を
高
め
る
も
の
と
し
て
、
郷
土
史
の
研
究 

熱
が
高
ま
っ
て
き
た
。
ま
た
先
人
の
業
績
を
表
彰
す
る
記
念
碑
を 

建
て
て
住
民
の
自
覚
を
促
す
と
い
う
計
画
も
進
み
、
町
村
で
は
耕 

地
整
理
事
業
記
念
碑
や
水
路
開
拓
記
念
碑
を
造
っ
た
と
こ
ろ
も
あ 

る
。 

       
 
 

勤
倹
治
産
業
を
興
し 

 
 
 

二
十
余
万
の
力
を
合
わ
せ 

 
 
 

ふ
る
い
お
こ
さ
む
わ
が
大
島
を 

 

三
、
暴
風
怒
濤
こ
れ
わ
が
試
錬 

 
 
 

孤
島
の
苦
し
み
世
に
深
く
と
も 

 
 
 

つ
ら
ぬ
き
と
ほ
せ
大
和
魂 

 
 
 

天
は
自
力
の
人
を
ば
助
く 

 
 
 

二
十
余
万
の
力
を
合
わ
せ 

 
 
 

ふ
る
ひ
お
こ
さ
む
わ
が
大
島
を 

 

四
、
御
稜
戚

み

い

つ

か
が
や
く
わ
が
日
の
本
の 

 
 
 

使
命
は
重
き
奄
美
健
児
等 

 
 
 

新
興
の
意
気
燃
ゆ
る
と
こ
ろ
に 

 
 
 

一
新
会
の
旗
ひ
る
が
え
し 

 
 
 

二
十
余
万
の
力
を
合
わ
せ 

 
 
 

ふ
る
ひ
お
こ
さ
む
わ
が
大
島
を 

二 

経
済
恐
慌 

 

昭
和
四
年
、
米
国
で
の
株
式
暴
落
を
契
機
に
世
界
各
国
は
経
済 

恐
慌
に
陥
っ
た
。日
本
も
同
様
で
国
内
産
業
は
不
振
に
お
ち
い
り
、 

 

昭
和
六
年
二
月
十
一
日
紀
元
節
に
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の 

御
真
影
が
各
小
学
校
に
下
賜
さ
れ
、
各
小
学
校
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク 

リ
ー
ト
造
り
の
奉
安
殿
を
造
り
、教
育
勅
語
と
と
も
に
奉
安
し
て
、 

学
校
教
育
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
終
戦
後
は
御
真
影
を
奉
焼
し
た 

り
、
奉
安
殿
も
取
こ
わ
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
魂
の
よ
り
ど
こ 

ろ
を
失
っ
た
と
嘆
く
教
師
た
ち
も
い
た
と
い
わ
れ
る
。 

 

昭
和
六
年
に
は
、
大
島
郡
教
育
会
に
よ
り
、
次
の
「
奄
美
大
島 

振
興
歌
」
が
募
集
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
昭
和
十
五
年
ご
ろ
ま
で 

全
郡
の
小
学
校
や
社
会
教
育
団
体
等
で
機
会
あ
る
ご
と
に
歌
わ
れ 

た
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 

奄
美
大
島
振
興
歌 

 
 

作
詞 

北
郷
善
良 

 

一
、
大
み
め
ぐ
み
に 

よ
み
が
へ
り
た
る 

 
 
 

昭
和
の
二
年 

肝
に
銘
じ
て 

 
 
 

玉み

歩あ
し

の
跡
を
永
久
に
飾
ら
む 

 
 
 

魂
の
奥 

深
く
も
醒
め
て 

 
 
 

二
十
余
万
の
力
を
合
わ
せ 

 
 
 

ふ
る
ひ
お
こ
さ
む
わ
が
大
島
を 

 

二
、
辺
土
の
民
を
あ
は
れ
み
た
ま
ふ 

 
 
 

尊
き
み
さ
と
し
高
く
か
ざ
し
て 

 
 
 

夕
に
省
み 

朝
に
励
み 

      

輸
出
産
業
も
伸
び
ず
、
農
漁
村
の
生
産
物
は
暴
落
ま
た
暴
落
、
特 

に
奄
美
諸
島
の
基
幹
産
業
た
る
黒
砂
糖
は
、
昭
和
四
年
に
一
斤
七 

十
七
銭
、
五
年
は
七
十
三
銭
五
厘
、
六
年
は
六
十
九
銭
六
厘
、
七 

年
は
五
十
九
銭
五
厘
と
暴
落
を
続
け
、大
島
紬
は
一
反
平
均
値
段
、 

昭
和
四
年
に
は
十
四
円
八
十
七
銭
、五
年
に
は
十
四
円
四
十
一
銭
、 

六
年
に
は
十
三
円
十
六
銭
、
七
年
に
は
十
円
八
十
二
銭
と
こ
れ
ま 

た
暴
落
を
続
け
、
こ
れ
が
た
め
倒
産
が
相
次
ぎ
、
農
地
の
尐
な
い 

人
た
ち
や
、
運
営
資
金
の
な
い
人
た
ち
は
、
わ
ず
か
の
家
財
や
農 

地
を
売
り
払
っ
て
、
阪
神
や
京
浜
の
工
業
地
帯
へ
出
稼
ぎ
に
行
っ 

た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
阪
神
や
京
浜
工
業
地
帯
も
受
け
入
れ
る
企
業 

が
尐
な
く
、
特
殊
な
技
術
者
以
外
は
人
手
が
余
り
、
失
業
者
が
激 

増
し
て
い
っ
た
。
当
時
の
大
阪
市
統
計
書
に
よ
る
と
、
大
阪
に
お 

け
る
自
立
者
以
外
の
地
方
か
ら
き
た
単
工
、
す
な
わ
ち
単
純
労
働 

者
の
日
給
は
、
男
子
一
日
六
十
銭
、
女
子
四
十
銭
、
高
等
小
学
校 

卒
業
の
女
子
は
三
十
銭
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
職
を
求 

め
て
職
業
紹
介
所
の
門
に
殺
倒
す
る
失
業
者
群
は
、
新
聞
・
雑
誌 

を
に
ぎ
わ
し
た
。
特
に
四
国
の
阿
波
地
方
と
奄
美
か
ら
の
女
子
失 

業
者
群
は
多
く
、
一
定
の
職
業
の
な
い
女
子
は
転
々
と
飲
食
店
や 

カ
フ
ェ
ー
等
に
住
み
込
み
、
転
落
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら 
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の
女
子
は
「
阿
波
く
ず
れ
」
あ
る
い
は
「
奄
美
く
ず
れ
」
な
ど
と
、 

呼
ば
れ
て
い
た
。
阿
波
と
は
四
国
を
総
称
し
て
使
わ
れ
て
い
た
言 

葉
で
あ
る
。 

 

関
西
奄
美
会
は
こ
う
い
う
「
奄
美
く
ず
れ
」
を
防
止
し
て
、
専 

業
に
つ
か
し
め
よ
う
と
す
る
人
々
が
集
ま
っ
て
、
指
導
に
乗
り
だ 

し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
集
団
指
導
は
で
き
て
も
適
当
な
職
業 

が
な
く
、
か
つ
財
源
的
に
裏
付
け
が
な
い
た
め
救
済
は
思
う
よ
う 

に
進
ま
な
か
っ
た
が
、
景
気
の
回
復
に
つ
れ
て
、
奄
美
会
の
発
展 

と
指
導
で
次
第
に
解
消
し
て
い
っ
た
。 

 

当
時
の
人
口
流
出
状
態
を
み
る
と
、
出
稼
ぎ
者
は
増
加
の
一
途 

を
た
ど
っ
て
い
た
。
昭
和
六
年
の
満
州
事
変
を
契
機
に
満
蒙
開
拓 

が
は
じ
ま
っ
た
の
で
、
阪
神
か
ら
満
州
や
朝
鮮
あ
る
い
は
台
湾
に 

進
出
し
、
定
着
し
て
事
業
を
な
し
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
い
た
。 

三 

自
力
更
生
運
動 

 

昭
和
四
年
よ
り
つ
づ
い
た
日
本
の
経
済
恐
慌
は
、
昭
和
六
年
に 

さ
ら
に
深
刻
と
な
り
、
日
本
全
国
を
あ
げ
て
「
な
べ
底
景
気
」
と 

よ
ば
れ
、
同
時
に
奄
美
諸
島
で
は
「
蘇
鉄
地
獄
」
と
喧け

ん

伝
さ
れ
た
。 

米
を
買
う
金
が
な
く
、
食
生
活
は
す
べ
て
蘇
鉄
の
実
か
ら
幹
ま
で 

      

称
し
て
米
を
杯
一
杯
ず
つ
竹
筒
に
入
れ
て
蓄
え
る
な
ど
精
い
っ
ぱ 

い
の
努
力
が
続
け
ら
れ
た
。 

 

昭
和
八
年
に
は
世
界
的
経
済
恐
慌
も
薄
ら
ぎ
、
支
庁
の
郡
政
要 

覧
に
よ
る
と
、
黒
砂
糖
の
値
段
も
平
均
一
斥
七
十
五
銭
一
厘
に
も 

ち
な
お
し
、
九
年
に
は
七
十
七
銭
三
厘
、
十
年
に
は
七
十
八
銭
六 

厘
と
上
向
き
に
な
り
、
大
島
紬
も
平
均
一
反
、
昭
和
八
年
に
は
十 

二
円
三
十
七
銭
、
九
年
に
は
十
三
円
五
十
九
銭
、
十
年
に
は
十
四 

円
と
値
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
、
住
民
の
蘇
鉄
地
獄
は
一
応
消
え 

た
形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

県
史
五
巻
に
よ
る
と
、
当
時
大
島
郡
で
は
黒
糖
消
費
税
の
免
税 

を
政
府
に
た
び
た
び
陳
情
し
た
が
、
政
府
は
免
税
は
せ
ず
、
昭
和 

三
年
以
降
免
税
相
当
の
国
庫
補
助
金
を
交
付
し
た
。
こ
れ
を
財
源 

に
「
大
島
郡
産
業
助
成
五
ヶ
年
計
画
」
を
樹
立
し
た
。
そ
の
補
助 

金
は
昭
和
四
年
か
ら
八
年
ま
で
の
五
年
間
で
、
糖
業
奨
励
金
と
し 

て
百
万
八
千
円
、
産
業
助
成
金
と
し
て
六
十
四
万
六
千
円
を
交
付 

さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
は
不
足
で
あ
る
と
し
て
、
さ
ら
に
一
年
間
延 

長
し
た
。 

 

大
島
支
庁
、
郡
勢
要
覧
に
よ
る
と
、
自
力
更
生
の
た
め
、
昭
和 

八
年
に
鹿
児
島
県
は
農
山
村
経
済
更
生
計
画
を
樹
立
実
行
さ
せ
る 

た
め
、
郡
内
二
十
一
カ
村
よ
り
毎
年
一
カ
町
村
ず
つ
を
選
抜
指
定 

粉
に
し
て
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
蘇
鉄
地
獄
と
自
他
と
も 

に
平
然
と
言
え
る
ほ
ど
た
が
い
に
こ
れ
を
当
然
と
し
て
い
た
の
で 

あ
る
。 

 

当
時
農
林
省
が
中
心
と
な
っ
て
農
山
漁
村
の
自
力
更
生
運
動
が 

起
こ
っ
た
。
内
務
省
・
農
林
省
と
県
が
一
体
と
な
り
、
時
局 

匡

救

き
よ
う
き
ゆ
う

運
動
が
お
こ
り
全
国
各
府
県
は
一
斉
に
た
ち
あ
が
っ
た
。 

鹿
児
島
県
で
も
一
斉
に
自
力
更
生
運
動
を
推
進
し
た
。
そ
の
第
一 

段
階
と
し
て
、
失
業
救
済
の
た
め
に
土
木
事
業
が
始
ま
っ
た
。 

 

昭
和
七
年
か
ら
九
年
ま
で
の
大
島
郡
に
時
局
匡
救
事
業
、
旱
害

か
ん
が
い 

救
済
事
業
費
と
し
て
百
三
十
六
万
六
千
円
が
交
付
さ
れ
、
各
町
村 

で
は
一
斉
に
県
道
工
事
を
し
た
。
こ
れ
は
三
年
間
の
時
限
法
と
で 

も
い
う
べ
き
も
の
で
、
匡
救
事
業
は
終
わ
っ
た
。 

 

各
町
村
で
は
、
自
力
更
正
計
画
を
樹
立
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ 

た
。
昭
和
一
新
会
の
趣
意
を
強
力
に
す
す
め
る
と
と
も
に
、
増
産 

貯
畜
を
奨
励
し
、
報
効
農
事
組
合
の
活
動
を
積
極
的
に
す
す
め
、 

さ
と
う
き
び
・
甘
藷
の
増
産
共
進
会
、
堆
肥
共
進
会
、
畜
産
品
評 

会
を
各
校
区
ご
と
に
春
秋
二
回
開
か
せ
、
入
賞
者
に
賞
状
や
賞
品 

を
贈
り
、
た
び
た
び
農
道
を
整
備
補
修
し
、
各
字
で
は
戸
主
会
・ 

婦
人
会
・
青
年
会
を
開
き
農
事
思
想
を
普
及
す
る
と
と
も
に
五
銭 

会
・
十
銭
会
と
貯
畜
会
を
開
き
、
ご
飯
を
炊
く
た
び
に
猪
口

ち
よ
く

米
と 

      

し
、
経
済
更
正
計
画
を
樹
立
さ
せ
、
昭
和
八
年
の
実
久
村
に
続
い 

て
九
年
は
宇
検
村
、十
年
は
東
天
城
村
・
天
城
村
と
指
定
し
た
が
、 

十
年
度
よ
り
大
島
振
興
計
画
に
よ
っ
て
実
施
し
た
。 

四 

大
島
郡
振
興
計
画 

 

昭
和
九
年
で
時
局
匡
救
事
業
や
産
業
助
成
事
業
が
終
わ
る
の 

で
、
せ
っ
か
く
こ
の
予
算
で
本
郡
の
道
路
・
港
湾
・
耕
地
な
ど
の 

施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
な
が
ら
、
途
中
で
打
ち
切
ら
れ
る
の
は
大 

島
郡
に
と
り
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
島
郡
の
恒
久 

的
対
策
を
樹
立
す
る
必
要
が
郡
民
の
声
と
し
て
強
く
叫
ば
れ
、
大 

島
郡
振
興
計
画
が
樹
立
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
鹿
児
島
県
は
振
興 

計
画
を
策
定
し
て
政
府
に
提
出
し
た
。
政
府
は
郡
民
の
要
望
に
答 

え
て
昭
和
十
年
度
か
ら
十
九
年
度
ま
で
の
十
年
間
で
、
事
業
費
総 

額
一
千
八
百
万
円
を
計
上
し
た
。
こ
れ
に
は
国
費
ば
か
り
で
な
く 

県
費
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
総
事
業
に
対
す
る
割
合 

は
、
鹿
児
島
県
版
「
奄
美
群
島
復
興
・
振
興
の
成
果
」
に
よ
る
と
、 

教
育
費
二
・
五
％
、
産
業
振
興
費
○
・
三
％
、
経
済
更
生
費
一
・ 

九
％
、
農
事
糖
業
費
十
三
・
一
％
、
畜
産
改
良
費
二
・
四
％
、
水 

産
振
興
費
四
・
三
％
、
林
業
改
良
費
四
・
八
％
、
蚕
糸
業
振
興
費 
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五
・
六
％
、
土
木
費
四
十
一
・
二
％
、
工
業
振
興
費
三
・
五
％
、 

保
健
施
設
費
一
・
四
％
、
大
島
支
庁
臨
職
費
一
・
三
％
、
通
信
施 

設
改
善
費
〇
・
三
％
そ
の
他
と
な
っ
て
い
て
、
道
路
港
湾
の
新
設 

改
修
の
土
木
予
算
が
最
高
で
、
土
地
改
良
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農 

事
糖
業
費
の
順
に
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
振
興
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
の
助
成
事
業
に
な
か
っ
た 

教
育
・
衛
生
・
交
通
・
運
輸
な
ど
の
基
礎
的
施
設
に
も
助
成
さ
れ 

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

大
島
郡
振
興
計
画
は
昭
和
十
年
を
初
年
度
と
し
て
実
施
さ
れ
た 

が
、
十
二
年
七
月
か
ら
支
那
事
変
が
起
こ
り
、
十
六
年
十
二
月
太 

平
洋
戦
争
と
戦
争
が
激
化
し
た
た
め
に
、
国
の
財
政
支
出
は
大
き 

く
減
り
、
当
初
計
画
の
三
十
六
・
四
％
の
六
百
五
十
八
万
円
達
成 

さ
れ
た
だ
け
で
、
最
後
は
戦
災
で
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
て
終
戦
と 

な
っ
た
。 

 

こ
の
計
画
の
当
初
予
算
に
対
す
る
達
成
比
率
は
、
も
っ
と
も
実 

積
を
あ
げ
た
の
が
農
事
糖
業
費
八
十
・
三
％
で
、
次
に
蚕
糸
業
振 

興
費
五
十
九
・
三
％
、
畜
産
改
良
費
五
十
七
・
一
％
、
工
業
振
興 

費
が
五
十
六
・
七
％
、
林
業
改
良
費
五
十
四
・
九
％
、
経
済
更
生 

費
五
十
二
・
五
％
、
水
産
振
興
費
四
十
二
・
七
％
、
土
地
改
良
費 

二
十
四
・
四
％
、
土
木
費
二
十
二
・
六
％
、
保
健
施
設
費
七
・
五
％ 

      

五 

共
通
経
済 

 

大
島
郡
は
鹿
児
島
県
に
属
し
な
が
ら
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八 

八
八
）
か
ら
県
財
政
と
大
島
郡
財
政
は
分
離
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ 

を
大
島
経
済
と
い
っ
た
。
経
済
分
離
の
動
機
は
大
島
郡
は
民
情
、 

風
俗
を
異
に
し
、地
方
税
支
弁
に
か
か
る
事
業
の
上
に
お
い
て
も
、 

県
本
土
と
異
な
る
と
い
う
ほ
か
に
、
当
時
県
本
土
に
お
い
て
は
ば 

く
大
な
る
費
用
で
道
路
開
設
の
事
業
を
続
々
と
す
す
め
て
い
た
の 

で
、
な
ん
ら
恩
恵
を
受
け
な
い
大
島
郡
民
に
そ
の
税
の
負
担
を
か 

け
る
の
は
忍
び
な
い
と
い
う
理
由
で
経
済
分
離
が
行
わ
れ
て
き
た 

の
で
あ
る
が
、
昭
和
に
入
り
大
島
経
済
が
疲
弊
す
る
に
い
た
り
、 

県
本
土
と
同
様
に
引
き
あ
げ
る
た
め
に
、
大
島
経
済
を
県
の
経
済 

と
共
通
に
す
べ
し
と
の
世
論
が
高
ま
り
、
昭
和
十
六
年
度
か
ら
、 

県
と
大
島
郡
と
は
じ
め
て
一
本
化
し
た
共
通
経
済
と
な
っ
た
の
で 

あ
る
。 

  

○ 

参
考
文
献 

「
伊
仙
町
誌
」 

  

が
達
成
さ
れ
て
い
る
。
他
に
当
初
計
上
さ
れ
た
教
育
・
大
島
支
庁 

臨
職
・
通
信
施
設
改
善
に
は
助
成
が
な
か
っ
た
と
み
え
て
「
奄
美 

群
島
復
興
・
振
興
の
成
果
」
に
は
記
し
て
い
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
当
初
土
木
費
や
土
地
改
良
費
が
最
高
に
計
画
さ 

れ
た
も
の
が
、
戦
争
遂
行
の
た
め
に
物
資
が
不
足
し
て
産
業
費
に 

多
く
助
成
さ
れ
、
産
業
振
興
に
大
き
な
役
割
を
し
た
。
土
木
費
は 

国
道
・
県
道
の
開
通
、
名
瀬
・
亀
徳
港
の
改
修
が
あ
っ
て
、
ほ
か 

に
通
信
関
係
予
算
で
奄
美
五
島
航
路
、
与
論
那
覇
間
航
路
、
与
路 

請
島
古
仁
屋
航
路
に
補
助
が
あ
っ
た
。
こ
の
奄
美
五
島
航
路
補
助 

に
よ
っ
て
、汽
船
は
七
百
ト
ン
以
上
、速
力
は
毎
時
九
海
里
以
上
、 

月
五
回
以
上
と
し
、
島
ご
と
に
汽
船
発
着
港
が
指
定
さ
れ
た
。 

 

こ
の
ほ
か
に
振
興
計
画
予
算
は
、
県
で
は
特
別
会
計
と
し
て
審 

議
は
し
た
が
、
港
湾
関
係
の
内
務
省
土
木
関
係
予
算
に
限
っ
て
内 

務
省
が
直
轄
し
て
支
出
、
工
事
現
場
に
出
張
所
を
設
け
て
国
営
で 

施
行
し
、
名
瀬
港
・
亀
徳
港
の
防
波
堤
、
和
泊
港
の
新
設
が
な
さ 

れ
た
。 

 
大
島
郡
振
興
計
画
の
よ
う
な
大
計
画
は
、
戦
争
、
軍
政
下
と
い 

う
悪
条
件
の
た
め
中
断
は
し
た
が
、
復
帰
後
さ
ら
に
復
興
事
業
の 

基
礎
と
な
り
、
振
興
開
発
事
業
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 
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